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Abstract

　　A1ands1ide　is　the　downward　movement　ofa　mass　of　earth　materia1to　a　lower1eveL　Landslides　occur

in　most　areas　of　Japan．In　a1andslide，materiaI　moves　downs1ope　a　p1ane　o｛weakness．The　p1ane　might

be　changed　by　natura1deposition　of　sediments　or　weakened　by　fractures．In　this　paper，the　author　tried

toc1assifythe1ands1ides，andproposedfourtypesofthem，namely，①f1attype1ands1ide，②circu1artype

1ands1ide，③troughtype1ands1ideand④compoundedtype1andslide．
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は　じ　め　に

　地すべりの定義は，国あるいは研究者・技術者によっ

て多少の違いがあるが，本稿では「自然災害科学事典」

にたらい，「地すべりとは，土地の一部が地下水等に起

因してすべる現象またはこれにともなって移動する現象

をいう（地すべり等防止法）．斜面の土塊がすべり面に

沿って比較的ゆっくりと滑動する現象を地すべりとよぶ

ことが多く，ある特定の地域や地質条件のところに発生
　　　　　　　　　　　1〕している」（松澤，1988）を採用する．

　我国における地すべりの分類については，小出
　　　2〕
（1955）がr第三紀層地すべり」，r破砕帯地すべり」

およびr温泉地すべり」を提唱して以来，地質・地質構

造や運動様式，形態等様々な観点から提唱されている（谷
　　　　3〕　　　　　4）　　5）　　6〕　　　　7）
津，1965，黒田，1966．1972．1986，渡，ユ971．
19928A．渡（1971）7）がすでに指摘しているように，「分

類にはそれぞれ目的があるはずである．ある目的を達成

するために便利なように分類を行なって，それぞれの分

類に応じたように目的達成の手段が決められるものであ

る．しからば地すべりの分類は何のために行なわれるか

というと，それはその予知と対策の為である」と言える、

　筆者はこれまで地質学から地すべりに関わってきた

が，本稿ではr地質学」とr土木工学」との橋渡しとし

ての地すべり分類，すたわちr予知と対策の為」の分類

について検討する、

　先輩諸兄姉の忌揮のない御意見・御指導をいただけれ

ば幸である、
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　これまでの分類の問題点

　　　　　　2〕　小出（1955）が提唱して，今日においても使用され

ている「第三紀層地すべり」や「破砕帯地すべり」，「温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）泉地すべり」という地質学的分類は，黒田（1972）が

指摘しているようにrもともと別の範ちゅうに属する用

語」である．したがって，同じ範ちゅうによる分類が望

ましい．

　また，r第三紀層地すべり」やr中生層地すべり」等

のように，頭に地質年代を冠する分類は，その地質体の

年代が変更されることがあるので避けるべきである．近

年，地質体の年代決定が多様化，精密化して，これまで

古生層と考えられていたものが中生層にたったり，第四

紀層とされてきたものが第三紀層にだったりしたケース

が多々ある．放射性同位体等による年代決定ができたか

った頃には，固結度や岩相から堆積物や変成岩の時代を

推定せざるを得なかったが，そうした推定は必ずしも当

たっていなかった．すたわち，固結度が高いから古い時

代だとか低いから新しい時代の堆積物だとは言えたいの

である一さらに，第三紀層にも破砕帯の部分があったり，

熱水で変質し脆弱な地質体にたった部分も存在するの
　　　　　　　2〕
で，小出（1955）のいうr第三紀層地すべり」は使用

したい方がよいと考える．

　なお，r第三紀」と言う時代に地すべりを起こしたも

のたらいざ知らず，r第三紀層地すべり」の代わりにr第

三紀地すべり」と言う用語を使用するのは明らかに誤り

である、

　r破砕帯地すべり」については，多くの研究者から疑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）義が述べられている．斎藤・長谷川（1984）は，r三波

川帯の地すべり地は，特定の断層破砕帯やしゅう曲構造

よりむしろ主要河川に沿って分布している．これは河川

による侵食が地すべりの発生の根本原因となっているこ

とを示している．…地すべり地付近には，顕著な断層は

存在せず，処すへりと断層破砕帯とは密接に関係してい

たい場合が多い、むしろ，片理面の傾斜と関係し流れ盆

地域に地すべり地が集中している」ことを指摘している．

地すべり地形

　　　　　　　　　　　10〕また，高橋・鹿島（1990）　も四国三波川帯の地すべり

事例を挙げ，rこれらの地すべり地区は，四国山地の山

間部にあって地形が急峻であること、剥離性に富む片理

が密に発達する結晶片岩類の分布地域であること．線構

造の向きと傾斜との相関．さらにこれらの岩石が風化し，

特に粗粒角閃岩の場合には強風化すると角閃石結晶が分

離細粒化し，きわめて軟弱た基盤となっていること．古

地すべりによるものと推定される崩積土が分布するこ

と．こうした地質特性に加え水が作用したり，人為的た

地形改変（道路をつけるたど）によって地すべり（含台

地すべりの可動）が発生している．また，片理面が流れ

盤とたって地すべりや崩壊が起こっている部分もある」

ことを述べた．このように三波川帯においては純然たる

破砕帯が関与した地すべりは極めて稀で，黒田
　　　5）
（1972）が指摘するようにr…，現在では一般的概念

として，三波川帯の中にある地すべりをすべてr破砕帯

地すべり」の分類に含め，さらに極端な表現をもってす

れば，要するにr第三紀層地すべり」でもr温泉地すべ

り」でもたい地すべりを，すべて破砕帯地すべりに含め

てしまうという傾向に見える」のである．

　したがって，「破砕帯地すべり」という分類を設ける

のではたく，必要に応じて調査報告書等に破砕帯が関与

した地すべりである旨の記述を行えば事足りると考え

るl

　r温泉地すべり」についても，最近あるいはここ数万

年間に温泉水，すたわち熱水変質を受けたグリーソタフ

地域等もあるわけで，グリー．ソタフ地域のものは従来「第

三紀層地すべり」とされてきたのである、しかし，熱水

変質による地質体の強度の劣化が地すべりを引き起こし

ているなら「温泉地すべり」とすべきである．このよう
　　　　　　2）
に小出（1955）の分類ではどちらの分類に入れること

も可能な地すべりが存在することにたる．
　　　　　　4〕　　　5〕　　　6）
　黒田（1966．1972．1986）は，地すべりの運動形

態と地質および地質構造（地質特性）からの分類を提唱

している、氏のr板状すべり」やr円弧状すべり」とい

う運動形態によ．る分類はきわめて有用である1これらに

ついては後述する．しかし，r堆積性地すべり」やr火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呂）表一1　地すべりの時系列進化と型分類（渡，1992）

　　地すべり地形による分類　運動体の材料による分類 時系列分類

凸状尾根型

凸状台地型

凹状台地型（単丘）

凹状台地型（多丘）

青

壮

年

年

年

年

岩盤地すべり

　　　　　　　　　　　初
　　　　　　　　　4風化岩地すべり　　。つ
　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　／崩積土地すべり

／　　　再

粘質上地すべり

！

！　　　終

生　期

発期

末　期

回状緩斜面型（沢型）
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図一1　地すべりの分類
　　　①～④：平面型地すべり（Bat　type正andslide）　①：地層面（堆積面）を使って，あるいは②：節理面や，

　　　③：片理面，④：風化殻中の平らだ弱面をすべり面としてすべる．
　　　⑤～⑦：円弧型地すべり（circu1artypelandslide）⑤：岩盤中の小さた割れ目（節理や片理等）を使っ
　　　　て，あるいは⑥風化殻中に円弧状のすべり面を造りつつ（あるいは既存の円弧状すべり面を使って）すべ

　　　　る．⑦：円弧型地すべり模式図．

　　　⑧：トラフ型地すべり（troughtype1andslide）の模式図
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山性地すべり」，r構造性地すべり」，r破砕帯地すべり（再
　　　　　　　　　4）　　　　5）　　　　　　　　　　2）
定義）」（黒田，1966．1972）は小出（1995）　の分類

名称の変更であり，また，r構造性地すべり」のr片岩

型」やr蛇紋岩型」等々の分類は複雑すぎるように思う・
　　　　　8〕
　渡（1992）は，氏のそれまでの研究を踏まえ，地す

べりをr地すべり地形による分類」とr運動体の材料に

よる分類」およびr時系列分類」の3分類と地すべり地

形が密接に関連していること（表一1）や，この分類は

地すべり対策の為の実用的分類どたり得ることを述べ

た．

　ただ前掲の表一1に示されたように各分類が密接た関

連をもっているケースもあるが，そうでたいケースもあ

り，一概には言えたい．

議　　　論

　地すべりの分類を考えるうえで大切なことは，最初に

述べたようにr予知と対策の為」の分類であり，また，

r関係者の使いやすいもの」でなくてはならないという
　　　　　　　　　　　2〕ことである．小出（1955）の分類が今なお使用されて

いるのは，関係者にとって使いやすいrシンプルなもの」

だからである．以下，これらを満足する分類を検討して

ゆく．

　ところで，「四国の地すべりと一口にいっても，素因

としての地形・地質が異なるばかりでなく，規模，透水

係数，強度定数等，どれを取ってもばらつきが大きく，

これを一言で表現することは無理である．これは第三紀

層の地すべりについてもいえることである」（矢田部ほ
　　　　11〕
か，1993）．したがって，地形や地質，土質（材料）

からの分類を考えるのは得策ではたいことになる．また，

歴史（時間）からの分類はr予知と対策の為」には直接

的には役立たたい．一方，運動様式を分類の基準にする

　　　　　　　12と，植村（1986）が整理しているように「崩壊型・ク

リープ型・泥流型・継続的地すべり・慢性型・継続型・

群発型，だと」多様なものがあり，本稿で定義した地す

べりの範ちゅうを超える、

　そうすると形態からの分類しか残らたいことにたる．
前述したように黒田（1996㌣19725、は地すべりの運動

　　　　　　　　　　2）形態から「葡行」（1972では「地表面すべり」），「板状

すべり」およびr円弧状すべり」の3つの分類を行った．

この分類は運動形態からの分類であるとともに形態から
　　　　　　　　　　　　　12）の分類でもある（植村，1986）．すたわち，形態と運

動様式（形態）は密接た関係にあるのである．

　筆者が提案する地すべりの分類は，ごの形態を基準と

するもので，これまで使用されてきた名称を極力活かす

ものである．すなわち，提唱する地すべりの分類は，r平

面型地すべり」，「円弧型地すべり」，「トラフ型地すべり」

およびr複合型地すべり」の4つである（図一1）．以

下，各地すべりの特徴を述べる．

　平面型地すべり（且at　type1ands1ide）図一1の①～④

　地層面（堆積面），節理面，片理面，断層面，風化面

等の平らな弱面をすべり面としてすべる地すべり、流れ

盤となった部分に多発する地すべり．

　円弧型地すべり（circu1ar　type1ands1ide）図一1の

⑤～⑦

　岩盤中の小さな割れ目（節理や片理等）を使って，あ

るいは風化殻が円弧状のすべり面を造りつつ（あるいは

既存の円弧状すべり面を使って）すべる地すべり．円弧

の複合したものも主円弧に収敏していればこれに含む、

　トラフ型地すべり（trough帥e1ands1ide）図一1の⑧

　円弧型地すべりの細長いもの，すなわち舟状型のもの

で，地すべりの長さが幅の3倍以上のもの．

　複合型地すべり（compomded　type　lands1ide）

　上に述べた型の地すべりに入れられたいもので，平面

型や円弧型の複合したすべり面をもつ．

　こうした分類は当然現地調査，すなわち地形・地質調

査，ボーリング調査，地下水調査，弾性波探査，電気探

査等を行った上で決定されるものである、調査結果から

地すべりの分類を行なうとともに必要に応じて報告書等

のr地形」，r地質（岩石・地質構造）」，r地すべりと地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕形・地質の関係」等の項目に活かし，r小出（1955）の

分類で言えば○○地すべりに相当するものだ」，r黒田
　　　6〕
（1986）の言う地すべり現象の地質地帯区分では××

だ」等ということがわかるようにしておきたい．また，

地すべりの活動履歴についても言及したいものである．

ま　と　め

　地すべりのr予知と対策の為」の分類としては，平面

型地すべり（f玉at　type　lands1ide），円弧型地すべり

（circuIar　type　lands1ide），トラフ型地すべり（trough

type　Iands1ide），複合型地すべり（compounded　type

1ands1ide）の4つが適当と考える．たお，地すべり調査

の報告書等を作成する際には，地形や地質（岩石・地質

構造），地すべりと地形・地質の関係等の項目を読めば

別の分類体系や地すべりの活動履歴もわかるように記述

しておきたい．
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